
 
 

解説

  の公差をとする．

のとき

　  とすると　    

　よって　




　ゆえに　



のとき　        ……

　したがって，  は最大値をとらない．

のとき

　    であるから　    

　したがって，  は最大値をとらない．

 が最大値をとることから，以上より　

  のとき，  が最大値をとるとする．

すなわち　


 

　  で  が最大値をとることとから

   ……


    ……　　……①

よって

   ……    


   ……　　……②

  は等差数列であるから　


       　……③

①，③から　       


        

したがって　      　……④

同様に，      


  であるから　      　……⑤

②，④，⑤から，   ，   の一方が  の中で番目に，もう一方が番目に大

きい値である．

すなわち，   ，   ，   ，   のいずれかである．
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　   ，


 ，   のとき

　       であるから　


 ，   

　よって　　   


 これはを満たす

　このとき　         ･  であるから　    　……⑥

　ゆえに　　


 
      




　整理すると　      

　  は自然数であるから　  

　⑥から　  

　ゆえに　     ･  

　   ，


 ，   のとき

　       であるから　


 ，   

　よって　　   


 これはを満たす

　このとき　         ･  であるから　    

　ゆえに　　


 
      




　整理すると　      

　  は自然数であるから，これを満たす  は存在しない．

，から　  

講評

　数列の和の問題．問題文が少ないが，場合わけをしなければならないので，きちんと解

答できるかがポイントになってくる．きちんとした解答の仕方を身につけておきたい．
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